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園芸は、「蔬菜（野菜）、果樹、庭木、花卉などの栽培。」（広辞苑）と定義される。世界の園芸文化
についてまとめた中尾佐助氏によれば園芸はさらに分類され、花と庭木に関する園芸はとくに花卉園
（１） 
芸とよばれるという（中尾一九八六》一一六）。
花卉園芸の習慣は、東アジアに留まることなく世界中に広く見られる。本稿でとり上げる琉球諸島
も
例
外
で
は
な
い
。
し
か
し
琉
球
諸
島
の
花
卉
園
芸
文
化
は
琉
球
諸
島
で
独
自
に
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
周
辺
諸
地域との影響関係の中で伝播したいわば外来の文化であり、さらに独自の展開を見せたと考えられる。
琉
球
諸
島
の
鉢
植
え
と
花
卉
園
芸
文
化
考
古
資
料
、
文
献
史
料
、
絵
図
資
料
か
ら
の
分
析
、
は
じ
め
に
石
井
龍
太
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そ
の
研
究
は
琉
球
諸
島
の
内
質
を
知
る
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
「
外
来
」
で
あ
る
が
故
に
周
辺
諸
地
域
と
の
広
域
な
比
較
研
究
の
切
り
口
と
な
る
可
能
性
を
持
つ
と
期
待
さ
れ
よ
う
。
し
か
し
植
物
栽
培
の
研
究
は
、
食
料
用
植
物
栽
培
こ
そ
盛
んに取り上げられてきたが、観賞用植物栽培は江戸時代を対象とした一部の研究が取り上げたのみで、
先
行
研
究
は
殆
ど
な
い
。
特
に
琉
球
諸
島
に
お
け
る
花
卉
園
芸
は
ほ
と
ん
ど
看
過
さ
れ
て
き
た
と
言
え
よ
う
。
琉
球
諸
島
の
花
卉
園
芸
文
化
に
つ
い
て
知
る
た
め
の
手
が
か
り
は
、
文
献
史
料
、
絵
図
資
料
に
し
ば
し
ば
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
遺
跡
か
ら
は
花
卉
園
芸
に
纏
わ
る
遺
物
が
確
認
さ
れ
る
。
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
主
要
な
花
卉
園
芸
関
係
資
料
で
あ
る
植
木
鉢
に
つ
い
て
は
既
に
若
干
触
れ
た
（
石
井
一
一
○
○
八
二
五
五
’
一
六
八
、
石
井
一
一
○
○
九
》
七
一
’
八
二
）
。
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
、
琉
球
諸
島
に
お
け
る
花
卉
園
芸
文
化
に
つ
い
て
特
に
鉢
植
えを取り上げ、その多様な側面について文献史料・絵図資料を交えて論じることとする。
琉
球
諸
島
に
花
卉
園
芸
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
最
古
の
記
録
は
、
十
五
世
紀
前
半
の
石
碑
に
認
め
ら
れ
る
。
一
四
先
ず
琉
球
諸
島
に
お
け
る
花
卉
園
芸
文
化
の
展
開
に
つ
い
て
、
多
様
な
資
料
を
用
い
て
通
史
的
に
概
観
し
て
み
よ
う
。
二
、
琉
球
諸
島
の
花
卉
園
芸
文
化
史
二
）
琉
球
諸
島
に
お
け
る
初
期
の
花
卉
園
芸
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二
九
年
に
位
置
付
け
ら
れ
る
石
碑
『
安
国
山
樹
花
木
之
記
』
碑
に
は
、
首
里
城
の
庭
を
整
備
し
花
や
木
を
植
え
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
・・・（前略）．：山則植以松、柏、械、儲、□□花果薬木、水則被之美□萎茨之属、猶以為未儒観望。
於
是
□
求
諸
国
奇
花
芳
卉
嘉
果
名
記
益
樹
□
□
：
．
（
後
略
）
・
・
・
（沖縄県立博物館一九九三》八一一）
松
、
柏
、
械
（
カ
エ
デ
）
、
儲
（
カ
シ
）
、
そ
し
て
「
諸
国
奇
花
」
が
登
場
し
て
い
る
。
何
れ
も
観
賞
用
の
植
物
と
推
察
さ
れ
る
。
花
卉
園
芸
は
、
琉
球
諸
島
で
は
十
五
世
紀
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
「
薬
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
薬
草
の
栽
培
も
ま
た
行
な
わ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
築
山
に
植
え
付
け
る
栽
培
方
法
が
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
鉢
植
え
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
は
な
い
。
『
安
国
山
樹
花
木
之
記
』
か
ら
一
世
紀
程
後
の
『
百
浦
添
之
欄
干
之
銘
』
二
五
○
九
年
）
に
は
、
百
浦
添
之
欄
干
之
銘
（蓮か）
．
：
（
前
略
）
：
・
其
六
曰
、
盆
乎
珍
苑
、
難
乎
異
木
、
或
以
金
銀
造
土
舟
而
載
堯
紅
舜
紫
、
或
以
銅
鐡
飾
小
螺
、
而
描
吹
藥
離
花
、
前
殿
後
宮
、
四
時
置
春
。
是
容
覧
之
芳
事
也
。
（
塚
田
一
九
七
○
》
八
二
（
）
内
筆
者
）
「
盆
乎
珍
苑
」
す
な
わ
ち
鉢
植
え
に
言
及
し
て
い
る
。
今
の
と
こ
ろ
琉
球
諸
島
の
鉢
植
え
に
関
す
る
最
古
の
記
録
で
あ
る
。
そ
し
て
「
其
六
曰
」
と
あ
る
よ
う
に
、
武
勲
等
の
王
の
業
績
を
箇
条
書
き
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
花
卉
園
芸
は
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武
勲
と
並
び
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
単
な
る
趣
味
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
王
権
と
結
び
つ
い
た
特
殊
な
㈹
ｌ
 
意
味
付
け
が
な
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
瓦
質
土
器
製
植
木
鉢
『百浦添之欄干之銘』からしばらくの間、文献史料や絵図資料には花卉園芸に関する記述は見られ
な
い
。
し
か
し
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
考
古
資
料
は
、
こ
の
間
に
琉
球
諸
島
の
花
卉
園
芸
文
化
が
廃
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
花
卉
園
芸
文
化
の
存
在
を
示
す
証
拠
の
う
ち
、
遺
跡
か
ら
よ
く
出
土
す
る
の
は
植
木
鉢
で
あ
る
。
既
に
紹
介
し
た
内
容
（
石
井
一
一
○
○
八
二
五
五
’
’
六
八
、
石
井
一
一
○
○
九
》
七
一
’
八
一
一
）
な
の
で
、
こ
こ
で
は
概
略
を
述
べ
る
に
留
め
る
こ
と
と
す
る
。
上
述
の
通
り
、
琉
球
諸
島
に
お
け
る
鉢
植
え
は
十
六
世
紀
初
頭
に
は
行
わ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
し
か
し
外
来
の
文
化
で
あ
る
鉢
植
え
は
、
当
初
は
輸
入
品
の
植
木
鉢
を
用
い
て
行
わ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
今
帰
仁
城
跡
周
辺
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
多
く
の
陶
磁
器
資
料
の
中
に
、
口
縁
部
に
波
状
の
突
帯
紋
が
施
さ
れ
た
褐
釉
陶
器
の
破
片
資
料
が
あ
る
（
図
１
１
１
）
。
報
告
書
で
は
新
安
海
底
遺
跡
出
土
の
花
盆
と
さ
れ
る
資
料
（
図
１
１
２
～
４
）
と
の
類
似
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
明
の
毛
家
湾
査
器
坑
で
出
土
し
た
青
磁
の
植
木
鉢
の
中
に
も
類
例
が
認
め
ら
れ
る
（
図
１
１
５
）
こ
と
か
ら
、
植
木
鉢
の
可
能
性
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
褐
釉
陶
器
資
料
が
出
土
し
た
地
点
に
お
い
て
、
主
体
（
二
）
琉
球
諸
島
に
お
け
る
鉢
植
え
の
生
産
と
供
給
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図１中国産陶磁器に見る植木鉢
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となる陶磁器の年代は十四世紀から十六世紀のものとされている（宮城二○○五二一一一一七）ことから、
も
し
植
木
鉢
な
ら
ば
、
今
の
と
こ
ろ
琉
球
諸
島
に
持
ち
込
ま
れ
た
最
古
の
も
の
と
な
る
可
能
性
が
出
て
く
る
こ
と
と
な
る
。
一
方
で
、
新
安
海
底
遺
跡
や
毛
家
湾
餐
器
坑
の
資
料
は
青
磁
な
い
し
鉤
釉
陶
器
で
あ
り
、
口
縁
部
以
外
の
特
徴
は
大
き
く
異
な
る
。
今
後
の
資
料
点
数
の
増
加
を
待
ち
た
い
。
さ
て
琉
球
諸
島
で
も
、
や
が
て
植
木
鉢
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
今
の
と
こ
ろ
、
琉
球
諸
島
で
生
産
さ
れ
た
最
古
の
植
木
鉢
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
瓦
質
土
器
製
植
木
鉢
で
あ
り
、
那
覇
港
近
く
に
築
か
れ
た
大
規
模
生
産
施
設
・
湧
田窯で生産されていた（図２１１～３）。
（９』）
瓦
質
土
器
製
植
木
鉢
は
、
そ
の
名
の
通
り
瓦
と
同
様
の
土
一
と
用
い
、
同
様
の
焼
成
が
行
わ
れ
て
い
る
。
底
部
か
ら
緩
や
か
に
立
ち
上
が
り
、
胴
部
で
一
番
大
き
く
ふ
く
ら
み
、
口
縁
は
や
や
窄
ま
る
。
口
径
は
三
○
セ
ン
チ
前
後
の
も
の
が
大
半
を
占
め
る
。
口
縁
部
と
胴
部
に
波
の
よ
う
な
紋
様
を
帯
状
に
巡
ら
せ
、
そ
の
間
に
し
ば
し
ば
草
花
紋
様
を
施
す
。
こ
の
施
紋
に
は
円
筒
印
章
と
呼
ば
れ
る
道
具
を
用
い
る
（
図
２
１
４
）
。
紋
様
が
彫
り
込
ま
れ
た
筒
状
の
道
具
で
、
器
壁に押し当てながら転がすことで紋様をつけていく。特殊な技法で、琉球諸島では今のところ湧田窯
で
生
産
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
瓦
質
土
器
に
確
認
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
な
お
底
部
に
は
焼
成
前
に
小
孔
が
穿
た
れ
て
お
り
、
当
初
か
ら
植
木
鉢
と
し
て
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
江
戸
近
世
遺
跡
か
ら
出
土
す
る
植
木
鉢
に
は
後
か
ら
穿
孔
し
た
転
用
品
が
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
湧
田
窯
で
生
産
さ
れ
た
瓦
質
土
器
製
植
木
鉢
は
専
用
品
で
あ
っ
た
こ
とが伺える。
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ま
た
一
六
○
九
年
に
薩
摩
侵
攻
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
今
帰
仁
城
跡
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
七
世
紀
初
頭
ま
で
に
は
生
産
さ
れ
、
本
部
半
島
ま
で
供
給
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
（
石
井
一
一
○
○
八
二
五
八
、
一
一
○
○
九
》
八
○
）
。
こ
の
現
象
は
、
外
来
文
化
の
定
着
、
普
及
、
そ
し
て
在
地
化
が
薩
摩
侵
攻
と
は
別
の
文
脈
で
推
進
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
無
釉
陶
器
製
植
木
鉢
琉
球
諸
島
の
植
木
鉢
に
は
も
う
一
種
、
沖
縄
産
無
釉
陶
器
の
も
の
も
確
認
さ
れ
て
い
る
（
図
２
１
５
～
７
）
。
こ
の
種
の
陶
器
を
地
元
で
は
「
ア
ラ
ヤ
チ
」
「
荒
焼
」
と
呼
ん
で
い
る
。
器
形
や
紋
様
構
成
な
ど
に
瓦
質
土
器
製
植
木
鉢
や
薩
摩
焼
の
植
木
鉢
と
の
近
縁
性
が
確
認
さ
れ
、
内
外
か
ら
影
響
を
受
け
つ
つ
成
立
し
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
器
形
や
大
き
さ
、
紋
様
構
成
等
は
瓦
質
土
器
製
植
木
鉢
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
だ
が
、
胴
部
の
紋
様
は
貼
り
付
け
紋
や
ヘ
ー
フ
描
き
紋
に
な
り
、
円
筒
印
章
を
用
い
た
施
紋
は
な
さ
れ
な
い
。
ま
た
□
縁
と
胴
部
に
帯
状
に
巡
る
波
の
よ
う
な
紋
様
は
様
々
な
技
法
で
製
作
さ
れ
て
お
り
、
瓦
質
土
器
製
植
木
鉢
よ
り
多
様
化
し
て
い
る
。
瓦
質
土
器
製
植
木
鉢
は
湧
田
窯
で
の
み
生
産
さ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
他
の
窯
に
受
け
継
が
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
無
釉
陶
器
製
植
木
鉢
は
湧
田
窯
を
含
め
、
壺
屋
窯
、
喜
名
窯
、
知
花
窯
、
黒
石
川
窯
等
で
生
産
さ
れ
て
お
り
、
生
産
は
多
元
的
に
行
わ
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
何
時
頃
か
ら
作
ら
れ
始
め
た
の
か
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
が
、
無
釉
陶
器
の
生
産
は
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
何
れ
か
の
時
点
で
瓦
質
土
器
製
植
木
鉢
は
生
産
を
終
え
、
無
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釉
陶
器
製
植
木
鉢
だ
け
に
な
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
植
木
鉢
資
料
は
、
十
六
、
十
七
世
紀
の
琉
球
諸
島
で
花
卉
園
芸
が
廃
れ
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
輸
入
品
で
賄
っ
て
い
た
花
卉
園
芸
の
道
具
を
自
給
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
文
献
史
料
に
恵
ま
れ
な
い
こ
の
間
に
、
琉
球
諸
島
の
花
卉
園
芸
が
独
自
化
し
て
い
っ
た
こ
と
を
端
的
に
表
し
て
い
る
重
要
な
資
料
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
植
木
鉢
は
首
里
、
那
覇
の
王
宮
、
屋
敷
、
寺
院
遺
跡
か
ら
集
中
的
に
出
土
し
、
他
の
地
域
で
は
一
部
の
グ
ス
ク
や
屋
敷
の
遺
跡
を
除
き
見
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
出
土
傾
向
は
、
都
市
部
の
士
族
層
、
聖
職
者
層
が
花
卉
園
芸
文
化
の
主
要
な
担
い
手
で
あ
っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
は
何
れ
も
当
初
か
ら
穿
孔
を
有
し
、
植
木
鉢
専
用
と
し
て
製
作
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
転
用
品
の
植
木
鉢
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
今
の
と
こ
ろ
遺
跡
か
ら
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
道
光
二
十
七
（
’
八
四
七
）
年
の
『
嘆
人
来
着
日
記
』
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち
が
「
今
焼
手
水
鉢
」
を
求
め
、
「
底
を
鋳
ふ
が
し
花
木
鉢
に
召
成
置
」
い
て
、
「
百
合
草
仏
草
花
て
ん
し
や
ぐ
も
ひ
花
う
き
ん
黄
金
花
」
を
入
手
し
て
い
る
（
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
委
員
会
一
九
一
八
九
二
七
一
一
一
）
。
水
鉢
を
消
費
の
場
で
加
工
し
て
植
木
鉢
に
転
用
し
た
記
述
で
あ
る
。
十
八
世
紀
以
降
に
な
る
と
、
花
卉
園
芸
に
関
す
る
文
献
史
料
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
琉
球
諸
島
の
花
卉
園
芸
は
、
様
々
な
局
面
で
様
々
な
役
割
を
果
た
す
多
面
的
な
文
化
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
具
体
的
な
事
（
三
）
琉
球
諸
島
に
お
け
る
鉢
植
え
の
展
開
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例
に
沿
っ
て
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
庭
木
、
鉢
植
え
は
、
邸
宅
内
を
飾
る
た
め
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
史
料
も
比
較
的
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
年
代
別
に
見
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。
十
七
世
紀
十七世紀の記録として、康煕二（一六六一一一）年に来琉した張学礼の『中山紀略』には、
（
前
略
）
・
・
・
官
宣
之
家
、
倶
有
書
室
、
客
軒
。
庭
花
、
竹
木
、
四
時
羅
列
・
・
・
（
後
略
）
（
臺
湾
銀
行
經
濟
研
究
室
一
九
七
一
ａ
二
一
）
と
あ
り
、
邸
内
に
花
や
竹
が
植
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
具
体
的
な
栽
培
方
法
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
「
竹
木
」
は
庭
木
と
し
て
植
え
付
け
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
一
方
で
先
に
述
べ
た
通
り
、
十
七
世
紀
に
は
琉
球
諸
島
で
植
木
鉢
が
自
給
さ
れ
、
供
給
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
庭
木
に
留
ま
ら
ず
、
鉢
植
え
も
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
鉢
植
え
と
庭
木
が
邸
内
の
装
飾
に
お
い
て
ど
う
い
っ
た
関
係
を
持
っ
て
い
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
役
割
分
担
が
な
さ
れ
て
い
た
の
か
等
明
ら
か
に
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
残
念
な
が
ら
こ
う
し
た
絵
図
や
文
献
か
ら
追
究
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
出
来
な
い
。
一
、
邸
宅
内
の
装
飾
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略
、-= 栽培
方
法
は
、
植
物
に
よ
っ
て
は
庭
木
、
鉢
植
え
以
外
の
方
法
も
と
ら
れ
て
い
た
。
八
重
山
諸
島
に
つ
い
て
記
し
た
『
参
遣
状
』
康
煕
三
拾
五
（
’
六
九
六
）
年
丙
子
参
井
遣
状
に
は
、
去
年
七
月
諸
物
引
合
二
村
々
離
々
被
罷
通
候
刻
、
西
表
村
百
姓
か
な
与
申
者
、
家
二
風
蘭
一
提
大
方
二
込
提
置
候
、
（
後
『
中
山
紀
略
』
に
は
鉢
植
え
に
関
す
る
記
述
は
な
い
が
、
そ
の
半
世
紀
後
、
中
国
か
ら
来
琉
し
た
冊
封
副
士
の
徐
葆
光
が
記
し
た
史
料
で
あ
る
「
中
山
伝
信
録
』
二
七
一
九
年
）
に
は
鉢
植
え
が
認
め
ら
れ
る
。
「
屋
字
圖
」
と
い
う
題
の
絵
図
（
図
３
１
１
）
に
は
、
屋
敷
の
庭
に
ソ
テ
ッ
と
推
察
さ
れ
る
南
国
風
の
植
物
、
柑
橘
類
と
い
っ
た
様
々
な
植
物
が
ま
た
花
卉
園
芸
を
庶
民
が
楽
し
ん
で
い
る
様
子
を
記
述
し
て
い
る
点
で
も
貴
重
な
資
料
だ
と
言
え
る
。
花
卉
園
芸
文
化
が
広
く
普
及
し
て
い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
記
述
で
も
あ
る
。
「
大
方
二
込
提
置
」
と
あ
り
、
庶
民
が
着
飾
ら
ず
素
朴
に
花
卉
園
芸
を
楽
し
ん
で
い
る
様
子
が
伺
え
る
。
（
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
五
二
一
八
）
十七世紀末に位置付けられる資料であり、西表村の百姓が風蘭を釣下げて栽培していたことを記し
て
い
る
。
蘭
は
土
を
介
さ
ず
、
し
ば
し
ば
気
根
か
ら
水
分
を
摂
取
し
て
成
長
す
る
た
め
、
こ
う
し
た
栽
培
法
も
可
能
で
ある。十八
世
紀
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図３『中山伝信録』に見る花卉園芸
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植
え
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
台
の
上
に
載
せ
ら
れ
た
植
木
鉢
が
見
ら
れ
る
。
同
様
の
例
は
琉
球
諸
島
に
限
定
さ
れ
ず
、
花
卉
園
芸
文
化
の
広
範
な
伝
播
と
展
開
が
看
取
さ
れ
る
（
古
塚
達
朗
二
○
○
○
》
四
九
’
五
○
）
。
ま
た
庭
木
に
関
す
る
若
干
の
説
明
が
な
さ
れ
て
お
り
、
・
・
・
（
前
略
）
・
・
・
或
置
小
石
池
、
畜
魚
其
中
、
中
立
小
石
、
石
上
植
鐵
蕉
等
小
木
爲
玩
。
（
沖
縄
県
立
図
書
館
一
九
七
七
二
七
七
）
魚
を
放
っ
た
池
の
中
に
小
石
を
立
て
、
「
鐵
蕉
」
す
な
わ
ち
ソ
テ
ッ
を
植
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
絵
図
の
表
現
か
ら
す
れ
ば
、
庭
木
と
と
も
に
鉢
植
え
を
庭
内
の
装
飾
に
用
い
て
お
り
、
か
つ
鉢
植
え
を
載
せ
る
た
め
の
装
飾
さ
れ
た
飾
り
台
も
存
在
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
文
中
に
言
及
は
な
く
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
また『中山伝信録』には「諭祭先王廟圖」と題する崇元寺の絵図が載せられている（図３１２）。「佛堂」
の
前
に
、
左
右
対
に
な
る
よ
う
に
「
鉄
樹
」
す
な
わ
ち
ソ
テ
ッ
が
配
置
さ
れ
て
い
る
。
な
お
乾
隆
二
十
一
（
一
七
五
六
）
年に来琉した周燵の『琉球國志略』にもほぼ同様の絵図が載せられている（臺湾銀行經濟研究室一九
七
一
ｂ
二
一
○
）
。
敢
え
て
絵
図
に
名
前
を
記
し
た
植
物
の
例
は
珍
し
く
、
冊
封
使
た
ち
に
と
っ
て
印
象
深
い
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
十
九
世
紀
一
八
○
○
年
に
来
琉
し
た
李
鼎
元
は
、
『
使
琉
球
記
』
の
中
で
、
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（前略）・・・大抵球人工剪副樹木、聲勘假山。故士大夫家率有印璽、以供遊覧。・・・（後略）
（季一九七○Ｙ’五五）
と
記
し
て
お
り
、
た
い
て
い
の
琉
球
の
人
が
樹
木
を
刈
り
込
み
築
山
を
作
る
こ
と
、
そ
れ
ゆ
え
士
大
夫
の
家
は
丘
や
谷
が
あ
っ
て
遊
覧
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
記
述
し
て
い
る
（
原
田
訳
注
一
九
八
五
二
一
一
八
一
）
。
こ
こ
で
い
う
「
大
抵
球
人
」
は
那
覇
・
首
里
の
土
族
層
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
が
、
邸
内
で
行
う
花
卉
園
芸
が
広
く
普
及
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
李
鼎
元
の
記
録
か
ら
半
世
紀
ほ
ど
経
っ
た
一
八
五
三
年
、
来
琉
し
た
ペ
リ
ー
一
行
に
は
青
年
画
家
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ハイネが随行していた。ハイネは首里城坂下から見たペリー提督一行の行列を描いている。《三一二一｛二
つ一》ら（）一一一一つ自）｛）｜｛’一｝）国定一｛くつつ｛》田』己一）｜くいシ二一）一一一一二つ｛〉一二’’’一②Ｃ｛｜ン｜）一〈ここや一一一〈（｝一一ニニ｛｝｜》｜》一つ』シ｝」三一ｍ一目『（｝「｜一国｛）｜〈］二〔一】
三（｝｜芝『二ｍ一一二』三三」豆に掲載された絵図には、植木鉢が複数飾られた士族の邸宅が確認される（図
４
１
１
）
。
形
態
は
バ
ケ
ツ
状
に
直
立
し
口
縁
が
外
反
す
る
も
の
、
曲
線
を
描
く
球
胴
形
の
も
の
が
あ
る
。
鉢
植
え
の
植
物
に
は
花
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
台
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
と
思
し
き
鉢
植
え
や
、
直
接
庭
に
植
え
ら
れ
た
植
物
も
描
か
れ
て
い
る
。
何
れ
も
『
中
山
伝
信
録
』
に
確
認
さ
れ
る
花
卉
園
芸
の
形
態
で
あ
る
。
ま
た
庭
に
山
の
よ
う
な
盛
り
上
が
り
が
確
認
さ
れ
る
が
、
築
山
と
推
察
さ
れ
る
。
古
く
は
『
安
国
山
樹
花
木
之
記
』
（
沖
縄
県
立
博
物
館
一
九
九
三
》
八一一）、また上述した李鼎元の『使琉球記』（原田訳注一九八五二一一八一）にも同様の状況を示す記述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
う
し
た
庭
園
は
以
前
か
ら
あ
ち
こ
ち
に
存
在
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
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１ 
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図４絵図、古写真に見る花卉園芸
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十九世紀に来琉した西洋人達は、琉球諸島の花卉園芸を記録するばかりでなく、積極的に摂取しよ
う
と
試
み
た
。
成
豊
四
二
八
五
四
）
年
の
『
亜
人
成
行
守
衛
方
え
御
届
申
上
候
写
』
に
は
、
ペ
リ
ー
一
行
が
琉
球
諸
島の植物を持ち帰ったことが記されている。持ち帰った植物として、「山丹花三鉢」「仏桑花一一鉢」「千
日花一鉢」「満山紅一鉢」「名護蘭一鉢」「十様錦二鉢」「傍蕊花一鉢」「石榴｜鉢」「桔梗一鉢」「松蘭一提」「椿
二
鉢
」
が
記
述
さ
れ
て
い
る
（
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
委
員
会
一
九
九
一
》
六
○
○
）
。
「
松
蘭
」
が
「
提
」
と
な
っている点は興味深い。上述の風蘭の栽培法に見た通り、蘭が鉢植えでなく釣下げて栽培されていた
こ
と
を
裏
書
す
る
記
述
で
あ
る
。
｜
方
で
名
護
蘭
は
こ
こ
で
は
鉢
植
え
で
あ
る
。
ま
た
ペ
リ
ー
｜
行
は
「
上
焼
花
入
弐
シ
」
も
持
ち
帰
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
委
員
会
一
九
九
一
》
六
○
二
）
。
こ
う
し
た
組
織
的
な
取
引
ば
か
り
で
な
く
、
個
人
的
に
琉
球
諸
島
の
花
卉
園
芸
に
興
味
を
示
す
西
洋
人
た
ち
も
い
た
よ
う
だ
。
同
じ
く
ペ
リ
ー
の
来
琉
関
係
資
料
で
あ
る
成
豊
三
（
一
八
五
一
一
一
）
年
の
『
亜
船
来
着
井
天
久
寺
止
宿
之
亜
人
唐
人
等
日
記
』
に
は
、
ア
メ
リ
カ
人
の
小
官
が
人
家
の
庭
へ
入
り
込
み
、
咲
い
て
い
た
菊
の
花
を
折
り
取
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
沖
縄
県
沖
縄
史
料
編
集
室
一
九
八
二
二
一
一
七
七
）
。
同
様
の
事
件
は
何
度
か
記
載
さ
れ
て
お
り
（
沖
縄
県
沖
縄
史
料
編
集
室
一
九
一
八
一
一
》
五
○
九
他
）
、
植
物
の
種
類
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
門
の
開
い
た
邸
宅
に
入
り
込
ん
で
は
花
や
実
等
を
持
ち
去
っ
て
い
る
。
さ
て
上
述
の
絵
図
は
何
れ
も
花
卉
園
芸
を
見
た
そ
の
場
で
描
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
後
で
構
成
し
直
し
た
も
の
ぱ
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か
り
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
実
景
に
忠
実
な
も
の
と
は
し
難
く
、
こ
れ
の
み
か
ら
植
木
鉢
の
器
形
や
配
置
、
植
物
の
種
類
等
を
即
断
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
た
だ
植
木
鉢
が
琉
球
王
国
で
使
わ
れ
て
お
り
、
庭
に
置
か
れ
庭
木
と
と
も
に
邸
宅
を
飾
っ
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
西
洋
人
が
邸
内
に
入
り
込
ん
で
植
物
を
持
ち
去
っ
た
と
い
う
記
録
は
、
絵
図
に
見
た
よ
う
に
邸
宅
内
に
草
木
が
植
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
書
す
る
史
料
だ
と
言
え
よ
う
。
絵
図
ば
か
り
で
な
く
、
古
写
真
か
ら
も
手
掛
り
を
得
る
こ
と
は
出
来
る
。
首
里
城
内
の
二
階
殿
を
写
し
た
古
写
真
に
は
石
柱
の
列
が
見
ら
れ
、
盆
栽
・
植
木
鉢
の
飾
り
台
と
推
察
さ
れ
る
（
図
４
１
２
）
。
鉢
植
え
に
伴
う
何
ら
か
の
構
築
物
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
但
し
『
中
山
伝
信
録
』
で
見
た
よ
う
な
装
飾
の
施
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
そ
れ
ら
し
い
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
無
く
、
依
然
と
し
て
推
察
に
留
ま
る
の
は
残
念
な
と
こ
ろ
で
手
間
を
か
け
て
行
わ
れ
た
邸
内
の
花
卉
園
芸
は
、
決
し
て
閉
ざ
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
十
九
世
紀
の
記
録
に
は
、
個
人
的
に
楽
し
む
ば
か
り
で
な
い
花
卉
園
芸
の
あ
り
方
も
見
ら
れ
る
。
『
伊
江
親
方
日
々
記
六
』
に
見
ら
れ
る
嘉
慶
二
十
二
八
一
五
）
年
九
月
廿
四
日
の
記
述
に
は
、
｜
廿
四
日
、
崇
元
寺
住
寺
・
蓮
華
院
長
老
よ
り
見
事
成
大
菊
之
花
十
鉢
、
詠
覧
可
仕
由
二
而
御
遣
せ
被
成
、
御
心
入
恭
次
第
拝
受
、
詠
覧
い
た
し
候
事
、
ある。二、
花
卉
園
芸
の
披
露
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但
、
右
御
礼
崇
元
寺
住
寺
被
仰
聞
候
御
祝
儀
、
廿
六
口
瀬
底
里
之
子
親
雲
上
を
以
申
上
侯
、
（
財
団
法
人
沖
縄
県
文
化
振
興
会
公
文
書
館
管
理
部
史
料
編
集
室
一
九
九
九
》
四
四
一
）
崇
元
寺
の
住
職
が
育
て
た
菊
の
鉢
植
え
を
見
に
行
く
と
い
う
記
載
で
あ
る
。
鉢
植
え
は
個
人
で
楽
し
む
だ
け
で
な
く
披
露
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
、
さ
ら
に
崇
元
寺
と
い
う
琉
球
王
国
の
宮
寺
で
個
人
が
鉢
植
え
を
楽
し
ん
で
い
る
と
い
う
点
は
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
鉢
植
え
は
寺
の
も
の
で
は
な
く
蓮
華
院
長
老
個
人
の
も
の
で
あ
り
、
単
な
る
寺
院
の
装
飾
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
寺
院
遺
跡
か
ら
は
し
ば
し
ば
植
木
鉢
が
出
土
し
て
い
る
が
、
公
的
施
設
の
装
飾
品
で
あ
る
と
と
も
に
僧
侶
た
ち
が
他
者
に
誇
る
花
を
育
て
る
た
め
の
も
の
と
い
う
性
質
を
有
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
この他、『ペリー日本遠征随行記』では、泊村の裏手の丘のある仏寺で仏桑華一一一の’’一一）一驚一一ｍ］．（）の｛一‐
ｍ一一一Ｃ一三ｍが庭に咲きほころび、手入れもよく行き届いていたことを記述している（サミュエル・ウェ
ル
ズ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
洞
富
雄
訳
一
九
七
○
》
七
六
）
。
ま
た
上
述
し
た
『
中
山
伝
信
録
』
で
は
、
崇
元
寺
に
ソ
テ
ッ
が
植
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
寺
が
花
卉
園
芸
の
舞
台
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
。
また鉢植えばかりでなく、嘉慶一一一（’八一六）年四月廿一八日には
一
廿
八
日
、
本
立
寺
・
智
福
院
・
天
王
寺
長
老
招
請
、
東
之
小
座
一
一
而
囲
碁
杯
二
而
緩
々
御
噺
い
た
し
、
夜
之
四
シ
時
分
御
帰
被
成
候
事
、
・・・（中略）・・・
｜
後
之
家
江
嵩
元
里
之
子
親
雲
上
梅
之
花
活
候
付
、
懸
御
目
候
事
、
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（
財
団
法
人
沖
縄
県
文
化
振
興
会
公
文
書
館
管
理
部
史
料
編
集
室
一
九
九
九
》
四
六
○
’
四
六
一
）
こ
ち
ら
は
鉢
植
え
で
は
な
く
、
梅
の
花
の
活
花
を
披
露
し
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
る
。
同
様
の
記
述
は
五
月
廿
五
日
の
記
事
に
も
見
ら
れ
る
。
｜廿五日、床二活候作花可被成御詠覧由一一而、本立寺・天王寺招上、囲碁杯二而緩々御噺いたし候事、
（
財
団
法
人
沖
縄
県
文
化
振
興
会
公
文
書
館
管
理
部
史
料
編
集
室
一
九
九
九
》
四
六
七
）
「
床
に
活
候
作
花
」
を
見
せ
る
た
め
に
客
を
招
き
囲
碁
や
話
に
興
じ
た
と
記
載
さ
れ
る
。
士
族
・
聖
職
者
の
生
活
の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
た
花
に
関
わ
る
様
々
な
習
俗
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
植
木
鉢
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
花
瓶
、
花
生
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
、
邸
内
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
ま
た
栽
培
さ
れ
る
植
物
の
種
類
が
判
明
す
る
と
い
う
点
で
数
少
な
い
貴
重
な
史
料
で
も
あ
る
。
是
日
國
王
經
行
之
虚
、
道
秀
皆
設
各
種
花
。
供
泉
崎
橋
陽
上
道
秀
、
盆
霊
中
羅
花
卉
數
十
種
。
排
列
數
層
朱
欄
繧
之
中
３１３）。また両
附
録
賀
封
路
供
邸宅内ばかりでなく、様々な場所で花卉園芸は装飾として用いられていた。上述した『中山伝信録』
二
七
一
九
年
）
に
は
、
国
王
の
行
列
を
描
い
た
『
中
山
王
儀
仗
圖
』
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
植
木
鉢
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
３
１
３
）
。
ま
た
図
に
関
す
る
説
明
が
加
え
ら
れ
て
お
り
、
三
、
道
の
装
飾
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刻
木
作
獣
、
繪
薑
如
麟
状
、
後
立
一
木
版
書
、
云
非
龍
非
彪
非
熊
非
罷
王
者
之
瑞
獣
更
無
對
句
。
此
久
米
人
所
設
。
（
沖
縄
県
立
図
書
館
一
九
七
六
二
五
六
’
’
五
七
）
数
十
種
類
の
花
が
何
列
も
並
び
、
久
米
村
の
住
人
が
作
っ
た
木
製
の
獣
の
置
物
が
置
か
れ
る
と
い
う
。
乾
隆
二
十
一
（一七五六）年の『琉球國志略』（臺溝銀行經濟研究室一九七一ｂ二一一○）、嘉慶五（一八○○）年の『使
琉球記』（原田訳注一九八五二一九七）にも同様の記述は見られ、定められた装飾だったと推察される。
絵
図
を
見
る
と
、
「
路
供
」
と
し
て
台
が
置
か
れ
、
支
え
と
恩
し
き
柱
が
あ
る
こ
と
か
ら
屋
根
が
付
く
と
推
察
さ
れ
る
。
台
に
は
説
明
に
あ
る
通
り
動
物
の
置
物
が
置
か
れ
、
周
り
に
七
鉢
の
植
木
鉢
が
描
か
れ
て
い
る
。
描
か
れ
た
植
木
鉢
を
見
る
と
、
出
土
資
料
に
一
般
的
に
見
ら
れ
る
球
形
で
は
な
く
、
底
部
か
ら
直
線
的
に
立
ち
上
が
る
器
形
が
目
立
つ
。
｜
点
だ
け
立
方
体
を
呈
す
る
方
形
の
鉢
が
見
ら
れ
る
。
写
実
的
と
は
し
難
い
絵
図
だ
が
、
植
木
鉢
の
形
態
に
複
数
種
類
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
ま
た
植
物
の
種
類
を
判
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
四
鉢
に
は
花
が
確
認
さ
れ
る
。
二
鉢
は
絵
図
が
切
れ
て
い
る
た
め
全
体
が
不
明
だ
が
、
｜
鉢
は
花
が
見
ら
れ
な
い
。
植
木
鉢
は
邸
内
を
飾
る
だ
け
で
な
く
、
重
要
な
式
典
の
際
に
道
端
の
飾
り
と
し
て
用
い
ら
れ
、
台
の
上
に
装
飾
品
と
共
に
複
数
置
い
て
展
示
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
中
山
伝
信
録
』
の
路
供
は
祭
祀
に
伴
う
一
時
的
、
か
つ
祭
祀
に
参
加
す
る
者
の
目
の
み
に
映
る
限
定
的
な
装
飾
だ
っ
た
。
一
方
で
恒
常
的
な
、
そ
し
て
よ
り
開
か
れ
た
装
飾
と
し
て
花
卉
園
芸
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
八
○
○
年
に
来
琉
し
た
李
鼎
元
は
『
便
琉
球
記
』
の
中
で
、
首
里
城
へ
と
続
く
綾
門
大
道
に
植
え
込
み
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
（
原
田
訳
注
一
九
八
五
二
一
八
一
一
）
。
植
え
ら
れ
て
い
た
の
は
ソ
テ
ッ
と
仏
桑
花
で
、
中
山
門
と
守
礼
門
の
問
5６ 
Hosei University Repository
に
石
を
畳
ん
で
塚
を
作
り
、
そ
の
中
に
植
え
て
あ
っ
た
と
い
う
。
庶
民
の
目
に
触
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
道
端
で
植
え
込
み
と
と
も
に
草
花
が
栽
培
さ
れ
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
鉢
植
え
は
こ
う
し
た
装
飾
に
留
ま
ら
ず
、
別
の
機
能
も
担
っ
て
い
た
。
上
述
し
た
『
伊
江
親
方
日
々
記
六
』
の
嘉
慶
二
十
二
八
一
五
）
年
九
月
廿
九
日
の
記
事
に
は
一
廿
九
日
、
玉
元
里
之
子
親
雲
上
・
渡
口
筑
登
之
親
雲
上
よ
り
、
見
事
成
大
菊
五
鉢
っ
、
到
来
、
但
、
玉
元
者
直
被
罷
出
、
渡
口
者
子
渡
□
し
罷
出
候
事
、
（
財
団
法
人
沖
縄
県
文
化
振
興
会
公
文
書
館
管
理
部
史
料
編
集
室
一
九
九
九
》
四
四
一
）
（３） 
見
事
な
大
菊
が
五
鉢
、
他
の
士
族
か
ら
伊
江
親
方
に
贈
ら
れ
て
来
た
と
さ
れ
る
。
鉢
植
え
が
贈
物
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
庭
木
や
生
花
と
異
な
り
、
鉢
植
え
は
簡
単
に
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
た
め
、
贈
物
と
し
て
利
用
し
や
す
か
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
この記述から少しさかのぼるが、来琉した中国の使者である李鼎元は、琉球王府の高官たちから多
くの鉢植えを贈られたことを『使琉球記』（一八○○年）に記している。順に挙げてみると、
六
月
七
日
、
長
史
か
ら
、
馬
蘭
花
を
一
一
鉢
（
原
田
訳
注
一
九
八
五
二
一
一
四
）
六
月
十
二
日
、
長
史
か
ら
、
鉄
樹
（
ソ
テ
ッ
）
を
四
鉢
（
原
田
訳
注
一
九
八
五
》
二
一
一
四
）
四
、
贈
物
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定かでない。
八
月
一
一
十
六
日
、
王
虚
栄
か
ら
、
菊
を
八
鉢
（
原
田
訳
注
一
九
八
五
二
一
一
四
○
）
八
月
二
十
七
日
、
陳
天
籠
か
ら
、
禅
菊
と
野
牡
丹
（
原
田
訳
注
一
九
八
五
二
一
一
四
一
）
九月五日、国王から、菊を一一十鉢あまり（原田訳注一九八五二一一五○）
九月十一一一日、供応所から、海松（オオイソバナ）と石芝（造礁サンゴ）（原田訳注一九八五二一一五九）
九月一一十七日、長史から、文萱と芸香（原田訳注一九八五二一一八四）
か
な
り
頻
繁
に
、
そ
れ
も
相
当
な
種
類
と
量
が
贈
ら
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
こ
れ
ら
の
鉢
植
え
の
中
に
は
竹
の
ラベルに花の名前が記されて贈られるものもあったようだ。
ま
た
植
物
の
種
類
別
に
み
る
と
圧
倒
的
に
菊
が
多
く
、
国
王
は
二
十
鉢
も
贈
っ
て
い
る
。
な
お
原
田
禺
雄
氏
は
日
時
か
ら
み
て
重
陽
に
か
か
わ
る
と
推
察
し
て
い
る
（
原
田
訳
注
一
九
一
八
五
二
一
一
五
○
）
。
王
府
が
贈
物
と
し
て
菊
の
栽
培
を
行
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
壬
虚
栄
は
菊
を
贈
答
し
た
上
で
、
菊
と
書
が
好
き
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
書
を
請
う
て
お
り
、
李
鼎
元
は
そ
れ
に
応
じ
て
い
る
（
原
田
訳
注
一
九
八
五
二
一
一
四
○
）
。
こ
の
他
、
六
月
五
日
に
長
史
か
ら
仏
桑
四
株
が
贈
ら
れ
て
い
る
（
原
田
訳
註
一
九
八
五
二
一
一
一
一
）
。
鉢
植
え
で
は
な
く
植
物
自
体
の
贈
物
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
記
録
に
認
め
ら
れ
る
事
例
は
少
な
く
、
ど
れ
ほ
ど
行
わ
れ
て
い
た
の
か
は
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琉
球
諸
島
の
士
族
た
ち
の
間
で
は
、
花
卉
園
芸
は
披
露
し
た
り
贈
物
に
し
た
り
と
い
っ
た
対
人
関
係
と
の
関
わ
り
が
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
用
途
に
用
い
る
た
め
に
は
優
れ
た
植
物
を
入
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
士
族
、
僧
侶
た
ち
は
こ
う
し
た
観
賞
用
植
物
を
ど
の
よ
う
に
入
手
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
史
料
に
記
録
さ
れ
る
の
は
、
上
述
し
た
贈
物
と
し
て
の
入
手
経
路
の
み
で
あ
る
。
た
だ
対
人
関
係
の
上
に
成
り
立
っ
た
入
手
経
路
で
あ
り
、
限
ら
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
｜
般
的
に
は
購
入
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
当
時
植
物
の
取
引
を
商
売
と
す
る
職
業
が
存
在
し
た
か
ど
う
か
は
資
料
不
足
の
た
め
不
明
で
あ
る
。
間
接
的
な
が
ら
観
賞
用
植
物
の
売
買
に
関
す
る
記
録
と
し
て
、
『
評
定
所
文
書
』
の
「
年
中
各
月
日
記
」
成
豊
六
年
二
月
廿
日
の
項
に
は
新
田
右
者
今
日
八
シ
時
分
、
古
波
蔵
馬
場
前
之
高
江
州
宅
え
蘇
鉄
壱
本
持
参
罠
取
候
様
申
候
段
、
蘇
鉄
ふ
り
久
米
村
次
男
山
城
子
・
三
男
山
城
子
・
次
男
山
城
子
・
四
男
山
城
子
四
人
二
て
聞
付
右
蘇
鉄
見
分
い
た
し
候
処
、
仙
寿
院
座
主
所
持
之等有相違間敷存、・・・（後略）
（琉球王国評定所文書編集委員会一九九五二一八一一）
崎
山
村
嫡
子
五
、
花
卉
園
芸
植
物
の
入
手
経
路
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と
あ
り
、
ソ
テ
ッ
の
盗
難
事
件
が
記
述
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
盗
ま
れ
た
ソ
テ
ッ
が
士
族
に
売
り
込
ま
れ
て
お
り
、
金
銭
に
よ
る
売
買
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
残
念
な
が
ら
ど
う
い
っ
た
ソ
テ
ッ
で
あ
っ
た
の
か
、
い
く
ら
で
購
入
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
の
か
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
「
蘇
鉄
ふ
り
」
と
い
う
価
値
基
準
が
存
在
し
、
そ
れ
を
検
分
す
る
久
米
村
の
住
人
が
登
場
す
る
の
は
興
味
深
い
。
彼
ら
は
売
り
込
ま
れ
た
ソ
テ
ッ
が
誰
か
ら
盗
ま
れ
た
ど
ん
な
鉢
植
え
か
を
見
破
っ
て
お
り
、
当
時
の
社
会
で
行
な
わ
れ
て
い
た
花
卉
園
芸
に
関
す
る
豊
富
な
知
識
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
う
し
た
人
々
が
依
頼
さ
れ
鉢
植
え
を
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
何
れ
も
嫡
男
で
は
な
い
点
も
興
味
深
い
。
但
し
彼
ら
が
花
卉
園
芸
に
関
す
る
専
門
職
に
就
い
て
い
た
の
か
は
記
録
が
な
く
、
判
然
と
し
な
い
。
上
述
の
通
り
、
花
卉
園
芸
は
琉
球
諸
島
各
地
で
行
わ
れ
、
様
々
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
そ
し
て
琉
球
諸
島
の
人
々
は
、
観
賞
用
植
物
栽
培
に
並
々
な
ら
ぬ
情
熱
を
注
い
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宝
暦
十
二
（
一
七
六
二
）
年
に
土
佐
に
漂
着
し
た
琉
球
人
の
記
録
『
大
島
筆
記
』
に
は
、
士
族
の
間
で
花
卉
園
芸
が
熱
心
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
端
的
に
示
す
記
述
が
見
ら
れ
る
。
長
文
だ
が
引
用
し
て
み
よ
う
。
一
重
陽
に
潮
平
菊
の
花
を
見
て
、
初
菊
な
る
か
な
、
あ
の
己
が
儘
に
咲
た
る
こ
そ
、
本
の
菊
な
れ
と
云
て
、
殊
外
賞
し
、
一
輪
の
大
菊
を
ば
好
ま
ざ
る
由
也
。
籾
其
序
に
菊
に
つ
き
お
か
し
き
話
あ
り
。
先
年
御
國
え
漂
着
せ
し
松
六
、
花
卉
園
芸
の
社
会
的
位
置
付
け
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田
親
雲
上
が
子
は
、
私
從
兄
弟
な
り
、
殊
外
菊
好
に
て
、
毎
年
手
入
を
よ
く
し
咲
せ
る
に
、
或
年
そ
の
手
入
の
節
、
松
田
他
所
え
役
儀
の
事
に
て
行
し
に
、
妻
へ
も
手
入
れ
の
事
云
置
、
そ
の
節
私
も
居
合
し
が
、
菊
の
手
入
れ
は
む
つ
か
し
き
者
な
り
、
中
々
婦
人
杯
の
成
る
事
に
て
な
し
、
殊
に
婦
人
は
衣
食
の
世
話
あ
れ
ば
、
左
様
の
隙
あ
る
者
に
て
な
し
、
悪
し
く
は
假
初
の
事
に
、
夫
婦
中
違
ひ
に
な
る
事
あ
る
程
に
、
そ
の
事
は
用
捨
有
く
し
と
云
し
。
其
後
い
か
及
有
り
し
や
、
知
ら
ざ
り
し
に
、
松
田
役
事
も
す
み
、
歸
家
の
後
、
か
の
菊
の
事
に
て
、
妻
を
己
に
留
別
せ
ん
と
せ
し
程の事にて、私を急に呼に参りしゆへ、即ち行き何事にやと尋ねしに、かの菊の事よりの云分なれば、
其
節
語
り
し
事
な
ど
申
出
し
、
な
だ
め
て
和
熟
さ
せ
し
。
か
坐
る
事
は
さ
せ
る
事
に
て
は
な
け
れ
ど
も
、
菊
を
見
る
に
付
思
出
に
ま
か
せ
、
眠
り
覚
し
に
申
す
な
ど
云
え
り
。
（宮本他一九六八二一一七○）
漂
着
者
で
あ
る
潮
平
親
方
は
、
重
陽
の
節
句
の
際
に
用
意
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
菊
に
見
入
り
、
賞
賛
し
て
い
る
。
ま
た
菊
を
愛
好
す
る
親
族
の
話
と
し
て
、
菊
の
手
入
れ
を
巡
っ
て
夫
婦
晴
一
嘩
に
な
っ
た
と
い
う
逸
話
を
紹
介
し
て
い
る
。
上述したが、「伊江親方日々記六』にもしばしば菊が登場する。菊は十八、十九世紀における琉球諸
島の士族の間で特に親しまれ、時に度を過ぎて熱中されたものだったようだ。そして威豊三（一八五一一一）
年
の
「
亜
船
来
着
弁
天
久
寺
止
宿
之
亜
人
唐
人
等
日
記
』
で
は
米
兵
が
庭
に
植
え
ら
れ
て
い
た
菊
を
持
ち
去
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
あ
ち
こ
ち
で
盛
ん
に
栽
培
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
琉
球
諸
島
の
士
族
た
ち
が
抱
く
花
卉
園
芸
、
中
で
も
菊
へ
の
思
い
入
れ
は
相
当
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
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花
卉
園
芸
は
盛
ん
に
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
一
方
で
必
ず
し
も
そ
の
風
潮
は
歓
迎
さ
れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ。『家道訓抜書』には、
一宅に始めて》つつらば先はやく果木を植へし、十年の計ハ木を植るにあり、屋敷の保護無用の草
木
を
植
へ
か
ら
す
、
取
分
ケ
橘
柚
柑
の
類
を
植
へ
し
、
ミ
の
り
て
熟
し
た
る
ハ
う
る
ハ
し
き
こ
と
花
に
お
と
ら
す
、
又桑ハ日用の補となる、節〃をおくれば植養ふへし、その葉さかへてうるハしきハ目をよろこばし
め
気
を
養
へ
心
を
楽
し
む
、
是
財
禄
の
一
助
な
り
、
草
木
を
植
て
愛
す
る
に
心
を
楽
ん
た
め
な
る
に
、
心
を
用
ひ
過
し
て
品
〃
作
り
花
の
す
く
れ
た
る
に
ほ
こ
り
花
の
よ
き
を
あ
ら
そ
ひ
た
シ
か
わ
し
む
る
ハ
面
白
き
こ
と
千
金
を
得
よ
り
楽
ミ
ま
さ
れ
ど
も
、
花
ハ
ー
時
を
盛
て
し
ぷ
め
薄
て
心
の
わ
づ
ら
ひ
と
な
る
、
是
隙
を
費
し
心
を
労
し
て
愛
す
る
功なし、却て心術をそこなふ、是楽ニハあらず、ミつから苦労を求むるなり、古語に一物あれば一
累を添ふといへり、草木鳥獣器具杯何にても一向に好め過さば其物に心をう（われて隙と財とを費
し
事
多
な
り
て
心
を
わ
づ
ら
ハ
す
、
凡
人
は
心
を
清
く
し
事
を
は
ぶ
く
を
宗
と
し
て
さ
し
当
り
な
る
職
分
を
勤
む
る
を
要
と
す
へ
し
、
事
を
好
ミ
物
を
玩
べ
（
隙
を
費
し
わ
が
身
に
さ
し
当
り
た
る
職
分
の
勤
ニ
ハ
必
ず
う
ど
く
な
る
へ
し
、
物
寄
数
も
の
好
ハ
き
び
し
く
い
ま
し
む
へ
し
（
那
覇
市
企
画
部
文
化
振
興
課
一
九
八
九
》
六
九
○
’
六
九
一
）
冒
頭
に
、
「
大
清
光
緒
三
（
一
八
七
七
）
年
丁
丑
四
月
上
旬
写
之
」
と
あ
る
。
花
を
育
て
競
い
合
う
こ
と
は
「
面
白
き
こ
と
千
金
を
得
よ
り
楽
ミ
ま
さ
れ
」
と
し
つ
つ
も
、
し
か
し
弊
害
を
説
き
、
行
き
過
ぎ
を
戒
め
る
内
容
で
あ
る
。
上
述
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した宝暦十一一（一七六二）年の『大島筆記』には花卉園芸を巡る夫婦晴一嘩が記述されていたが、士族
の
間
で
時
間
と
財
を
費
や
し
花
卉
園
芸
が
盛
ん
に
ま
た
真
剣
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
内
容
で
あ
る
と
言
え
る
。
十
六
世
紀
初
頭
の
時
点
で
は
、
琉
球
諸
島
に
お
け
る
花
卉
園
芸
は
武
勲
と
と
も
に
語
ら
れ
る
王
権
と
結
び
つ
い
た
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
し
ば
ら
く
の
間
、
文
献
史
料
や
絵
図
に
は
花
卉
園
芸
に
関
す
る
記
述
は
減
少
す
る
が
、
十
七
世
紀
の
初
頭
以
降
に
は
那
覇
を
始
め
と
し
各
地
で
植
木
鉢
が
生
産
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
植
木
鉢
の
存
在
は
、
十
六
世
紀
初
頭
以
降
の
約
一
世
紀
の
間
に
花
卉
園
芸
が
廃
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
む
し
ろ
、
必
要
な
道
具
を
自
給
す
る
こ
と
で
外
来
の
も
の
で
あ
る
花
卉
園
芸
文
化
を
独
自
の
も
の
と
し
て
い
っ
た
時
期
だ
と
言
え
よ
う
。
十
七
世
紀
以
後
、
考
古
資
料
、
文
献
史
料
、
絵
図
に
は
多
様
な
花
卉
園
芸
文
化
が
見
て
取
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
花
卉
園
芸
自
体
は
王
族
に
限
ら
ず
、
士
族
、
聖
職
者
を
始
め
と
し
て
庶
民
に
ま
で
、
広
く
普
及
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
十七世紀以降の記録には、士族の邸宅で花卉園芸が楽しまれている様子がしばしば記録されている。
以上、主に文》
ま
と
め
て
見
よ
う
。
三
、
琉
球
に
お
け
る
花
卉
園
芸
の
社
会
的
位
置
付
け
主
に
文
献
史
料
に
見
ら
れ
る
記
録
か
ら
琉
球
諸
島
の
花
卉
園
芸
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
内
容
を
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花
卉
園
芸
が
当
初
か
ら
幅
広
い
層
に
受
容
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
か
、
十
七
世
紀
ま
で
の
間
に
王
族
か
ら
士
族
層
ま
で
広
が
っ
て
い
っ
た
の
か
、
具
体
的
な
展
開
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
点
が
多
い
。
た
だ
十
七
世
紀
後
半
ま
で
に
、
花
卉
園
芸
は
離
島
の
庶
民
に
至
る
ま
で
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
一
方
で
十
八
世
紀
初
頭
の
『
中
山
伝
信
録
』
（
一
七
一
九
年
）
に
は
国
王
の
通
る
道
に
「
路
供
」
と
し
て
鉢
植
え
が
飾
ら
れ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
同
様
の
事
例
は
そ
の
後
『
使
琉
球
記
」
（
’
八
○
○
年
）
に
ま
で
見
ら
れ
、
花
卉
園
芸
と
王
権
の
繋
が
り
は
形
を
変
え
つ
つ
も
消
滅
す
る
こ
と
な
く
続
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
琉
球
諸
島
に
お
け
る
花
卉
園
芸
は
邸
宅
の
装
飾
で
あ
り
、
賓
客
へ
の
贈
物
で
あ
り
、
時
に
は
他
人
に
披
露
し
、
ま
た
王
の
通
り
道
を
飾
る
路
供
と
も
な
っ
た
。
花
卉
園
芸
の
社
会
的
位
置
付
け
は
多
様
で
あ
り
、
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
そ
し
て
披
露
す
る
も
の
、
贈
答
す
る
も
の
と
し
て
機
能
す
る
以
上
、
花
卉
園
芸
は
単
な
る
趣
味
、
余
興
に
留
ま
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
お
ろ
そ
か
に
出
来
な
い
重
要
な
事
柄
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
花
卉
園
芸
は
熱
心
に
行
わ
れ
、
そ
れ
故
に
時
に
人
間
関
係
に
軋
繰
を
生
じ
さ
せ
た
。
ま
た
盗
品
の
売
買
も
行
わ
れ
た
が
、
出
来
の
良
い
鉢
植
え
の
価
値
が
高
か
っ
た
こ
と
を
背
景
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
王
府
は
花
卉
園
芸
へ
の
没
頭
を
諌
め
る
文
書
を出しているが、裏返せば盛んに行なわれたことを示していると一一一一口えよう。
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卉
園
芸
だ
が
、
王
』
る
こ
と
が
出
来
た
。
本
稿
で
は
鉢
植
え
に
ほ
ぼ
限
定
し
て
論
じ
て
き
た
が
、
花
卉
園
芸
の
形
態
は
鉢
植
え
に
留
ま
ら
ず
多
様
で
あ
る
。
ま
た
園
芸
と
は
異
な
る
が
、
同
じ
く
草
花
と
関
わ
る
文
化
で
あ
る
立
花
は
、
琉
球
諸
島
の
文
化
史
を
論
じ
る
上
で
重
要
な
要素となる。今後活発に議論されていかなければならないテーマだと言えよう。
ま
た
琉
球
諸
島
の
花
卉
園
芸
文
化
は
周
辺
諸
地
域
と
の
活
発
な
交
流
を
通
じ
展
開
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
琉
球
諸
島
内
に
限
っ
て
論
じ
て
き
た
が
、
特
に
日
本
、
中
国
と
の
関
係
は
、
植
物
の
輸
出
入
、
技
術
交
流
等
重
要
な
要
素
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
事
柄
に
つ
い
て
は
ま
た
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。
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１
』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
石
垣
市
総
務
部
市
史
編
集
室
一
九
九
五
『
石
垣
市
史
叢
書
８
』
沖
縄
県
沖
縄
史
料
編
集
所
一
九
八
二
『
沖
縄
県
史
料
前
近
代
２
ペ
リ
ー
来
航
関
係
記
録
１
』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
沖
縄
県
教
育
庁
文
化
課
一
九
九
三
『
湧
田
古
窯
跡
（
１
）
Ｉ
県
庁
舎
行
政
棟
建
設
に
係
る
発
掘
調
査
ｌ
』
沖
縄
県
教
育
委
員
会
沖
縄
県
立
図
書
館
一
九
七
六
『
徐
葆
光
中
山
傳
信
録
上
（
郷
土
史
講
座
テ
キ
ス
ト
冊
封
使
使
録
集
十
）
』
沖
縄
県
立
図
書
館
一
九
七
七
『
徐
葆
光
中
山
傳
信
録
下
（
郷
土
史
講
座
テ
キ
ス
ト
冊
封
便
便
録
集
十
二
』
沖
縄
県
立
博
物
館
一
九
九
三
『
企
画
展
刻
ま
れ
た
歴
史
ｌ
沖
縄
の
石
碑
と
拓
本
』
沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
二
○
○
五
『
首
里
城
跡
Ｉ
上
の
毛
及
び
周
辺
地
区
発
掘
調
査
報
告
書
ｌ
』
金
武
正
紀
二
○
○
五
「
第
４
節
遺
物
の
分
類
」
宮
城
弘
樹
（
編
）
『
今
帰
仁
城
跡
周
辺
遺
跡
Ⅱ
』
二
一
一
五
’
四
七
、
今
帰
仁
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ウ
ェ
ル
ズ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
首
里
城
復
元
期
成
会
那
覇
出
版
社
編
集
部
臺
湾
銀
行
経
済
研
究
室
編
輯
一
九
七
一
ａ
臺
湾
銀
行
経
済
研
究
室
編
輯
一
九
七
一
ｂ
金
武
正
紀
二
○
村
教
育
委
員
会
洞
富
雄
訳
一
九
七
○
『
ペ
リ
ー
日
本
遠
征
随
行
記
』
雄
松
堂
書
店
一
九
八
七
『
写
真
集
首
里
城
』
那
覇
出
版
会
『
清
代
琉
球
記
録
集
輯
（
第
一
冊
）
諸
家
』
臺
濁
銀
行
『
琉
球
國
志
略
（
第
一
冊
）
周
煙
』
臺
湾
銀
行
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塚
田
清
策
一
九
七
○
『
琉
球
国
碑
文
記
』
財
団
法
人
学
術
書
出
版
会
中
尾
佐
助
一
九
八
六
『
花
と
木
の
文
化
史
』
岩
波
書
店
今
帰
仁
村
教
育
委
員
会
（
編
）
一
九
九
一
『
今
帰
仁
城
跡
発
掘
調
査
報
告
Ⅱ
』
那
覇
市
企
画
部
文
化
振
興
課
一
九
八
九
『
那
覇
市
史
資
料
編
第
１
巻
川
琉
球
資
料
（
上
）
』
那
覇
市
立
壷
屋
焼
物
博
物
館
二
○
○
三
『
東
ヌ
窯
～
ア
ガ
リ
ヌ
カ
マ
～
』
那
覇
市
立
壼
屋
焼
物
博
物
館
原
田
禺
雄
訳
注
一
九
八
二
「
完
訳
『
中
山
伝
信
録
』
』
言
叢
社
同
人
原
田
禺
雄
訳
注
一
九
八
五
『
使
琉
球
記
李
鼎
元
著
』
言
叢
社
古
塚
達
朗
二
○
○
○
『
名
勝
「
識
名
園
」
の
創
設
〈
上
巻
〉
琉
球
庭
園
の
歴
史
』
沖
縄
文
庫
文
化
広
報
部
文
化
財
管
理
局
一
九
八
一
一
一
『
新
安
海
底
遺
物
』
同
和
出
版
公
社
宮
本
常
一
・
原
口
虎
雄
・
比
嘉
春
潮
一
九
六
八
『
日
本
庶
民
生
活
史
料
集
成
第
一
巻
探
検
・
紀
行
・
地
誌
古
塚
達
朗
文
化
広
報
部
宮
本
常
一
・
三
一
書
房
ラ
ブ
・
オ
ー
シ
ュ
リ
上
原
正
稔
一
九
八
七
『
青
い
目
が
見
た
大
琉
球
』
ニ
ラ
イ
社
李
鼎
元
一
九
七
○
『
使
琉
球
記
／
李
鼎
元
撰
』
文
海
出
版
社
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
委
員
会
一
九
八
九
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
第
三
巻
』
浦
添
市
教
育
委
員
会
安
田
健
編
学
書
院
二
○
○
四
『
江
戸
後
期
諸
国
産
物
帳
集
成
第
Ｘ
Ｖ
Ⅷ
巻
ｌ
薩
摩
・
琉
球
［
諸
国
産
物
帳
集
成
第
Ⅱ
期
］
』
科
（南島篇苣
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【図の出典】
図
１
１
１
、
金
武
二
○
○
五
》
四
五
２
～
４
、
文
化
広
報
部
文
化
財
管
理
局
一
九
八
一
一
一
》
五
二
、
一
○
七
５
、
北
京
市
文
物
研
究
所
北
京
市
西
城
区
文
物
管
理
所
二
○
○
八
》
五
六
、
五
九
図
２
１
１
、
沖
縄
県
教
育
庁
文
化
課
（
編
）
’
九
九
一
一
一
二
四
一
２
、
今
帰
仁
村
教
育
委
員
会
（
編
）
’
九
九
一
二
一
一
一
六
５、沖縄県教育庁文化課（編）一九九一一一二一一一一一６、那覇市立壺屋焼物博物館二○○一一一》二○７、沖縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
編
）
二
○
○
五
》
七
八
（
何
れ
も
再
ト
レ
ー
ス
）
図
３
１
１
～
３
、
原
田
禺
雄
訳
注
一
九
八
一
百
図
版
図
４
１
１
、
ラ
ブ
・
オ
ー
シ
ュ
リ
上
原
正
稔
一
九
八
七
》
九
七
２
、
首
里
城
復
元
期
成
会
那
覇
出
版
社
編
集
部
一
九
八
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
委
員
会
一
九
九
一
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
第
七
巻
』
浦
添
市
教
育
委
員
会
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
編
集
委
員
会
一
九
九
五
『
琉
球
王
国
評
定
所
文
書
第
十
一
巻
』
浦
添
市
教
育
委
員
会
北
京
市
文
物
研
究
所
北
京
市
西
城
区
文
物
管
理
所
二
○
○
八
「
北
京
毛
家
湾
明
代
麦
器
坑
発
掘
簡
報
」
『
文
物
』
二
○
○
八
４
》
五
一
‐
六
一
、
文
物
編
輯
委
員
会
、
図
３
１
１
～
３
図
４
１
１
、
ラ
》
七
》
一
一
六
そ
の
他
の
図
版
は
筆
者
が
作
成
し
た
。
（
図
２
１
３
、
今
帰
仁
村
教
育
委
員
会
所
蔵
４
、
沖
縄
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）
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【注釈】
（
１
）
な
お
庭
木
を
使
っ
て
庭
を
造
作
す
る
こ
と
は
造
園
と
呼
ば
れ
区
別
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
（
中
尾
一
九
八
六
二
一
六
）
が
、
本
稿
で
は
総
称
と
し
て
「
花
卉
園
芸
」
の
語
を
用
い
る
。
（
２
）
な
お
瓦
質
土
器
製
植
木
鉢
は
灰
色
を
呈
す
る
。
琉
球
諸
島
の
瓦
は
、
お
お
よ
そ
十
八
世
紀
前
半
ま
で
は
現
在
と
異
な
り
灰
色
を
呈
し
た
も
の
が
生
産
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
瓦
に
も
瓦
質
土
器
に
も
、
褐
色
の
も
の
、
赤
味
が
か
っ
た
も
のも時に見られる。焼成に失敗したものと考えられるが、しばしば消費遺跡でも確認されることから、色や
質
が
多
少
異
な
っ
て
も
供
給
さ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
（
３
）
『
琉
球
産
物
志
』
（
安
田
編
二
○
○
四
）
に
は
琉
球
近
世
の
菊
と
し
て
寒
菊
、
紅
寒
菊
、
野
菊
（
原
菊
）
、
古
菊
（
達
磨
菊
）
、
常
葉菊（磯菊）、萬歳菊、ナッョメナ（ナシ與女那）、石菊（岩菊）、江戸菊といった複数種類が挙げられてい
る
が
、
こ
の
資
料
の
「
大
菊
」
の
特
定
は
困
難
で
あ
る
。
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